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巻頭言

　とかく１年生は張り切り過ぎる。そのせい

か、このところ、いささか疲れ気味である。

　昨春、館内での就任あいさつのとき、私は

開口一番、利用者の視点を忘れぬ館長であり

たいと言い放った。きのうまでの利用者の立

場を放棄して、ただちに管理者に鞍がえする

ことを潔しとしなかったし、つねに現役の研

究者、ひいては現役の利用者でありつづけた

いというねがいがあったからである。

　あるヴェテラン館員によれば、ライブラリ

アンの適性として「本が好き」だけでは不充

分であって「人が好き」でもあることが求め

られるという。なるほど要望に応じた本を提

供しえたとき、満足げに本を抱いて帰る利用

者のうしろ姿に、館員もまた充ち足りた気分

を味わうのであろう。うるわしい光景である。

　ところが本の扱いをめぐって管理者と利用

者のあいだには、意識のうえでさまざまな断

層や齟齬が基本的に伏在していることもたし

かである。たとえば分類ないし排架。これら

の仕事は、いわば形式合理主義に則っている。

当館は原則、NDCを採用しているが、個人

の手づくりの成果というべき著作いわば分身

が、一定の基準によって分類されると知った

とき、著者は一瞬、ある種の戦慄を覚えるに

ちがいない。分類を予想して本を書く人はい

ないからである。しかしまた現今の分類体系

のなかで自著が第三者の手によってどこに位

置づけられるのか興味がわくといった面もあ

ろう。ことに学際研究のように複数の分野に

またがるものとか、新しい先端領域の研究書

などは、分類する側も骨が折れるはずである。

これは書店の、売り棚への並べ方とも通じる

話であって、かつて丸山真男は、自分たちの

ような“思想史”の分野の本は、いつもいい

加減なところに置かれると嘆いたものである。

　利用者－研究者や学生諸君は、私的には実

質合理主義にたつ。かりに全集ものの場合に

例をとれば、個人の書斎や研究室、下宿の本

棚には自分にとって利用頻度の高いものを抜

き出して手元に据え置くとか、ときには購入

の時点で自分に必要な巻のみを選別すること

などは日常茶飯である。

　ところが図書館ではいうまでもなく全巻を

一括収集し、左から右へ、上から下へと巻次

を追って排架し、「万人」の接架・利用の便宜

を図ることを至上とする。ここには“すべて

の本をだれにでも”という図書館員の美しい

理想が前提としてある。

　しかし利用の実際を考えれば、特定の利用

者個々の守備範囲は狭くかつ固定的である。

ことに大学図書館の専門書ともなれば、むし

ろ“この本はこの人に、あの本はあの人に”と

いった極論さえ主張されかねない。

　かくして、管理者・利用者双方のあいだに

は、うるわしい共生のみならず、きびしいギ

ャップがついてまわることにもなる。両者の

はざまに立つ館長の気の休まるときは、した

がって１日たりとも無い。

（文学部教授・いけみ　ちょうりゅう）

館長１年
　－内と外の接点にたって－

図書館長　池 見 澄 隆
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はじめに

　図書館は今年度から学生諸君に「情報

を使う力」を身につけてもらうために、新たに

『情報リテラシー講習会』と『情報リテラシ

ー教育支援講習』の２本立て講習を開始し

た。特に、授業と連携した『情報リテラシー

教育支援講習』（基礎ゼミ１コマ講習）後、

受講した学生が文献検索に力を発揮し、他

大学への文献複写も含めて文献収集に一

段と変化がみられるようになった。

　あらためて、図書館が行なう「情報リテラ

シー講習」と「情報リテラシー教育支援講習」

の必要性と、課題が明らかになった。

始まった図書館主催の
「情報リテラシー講習会」

　2003年5月6日から30日にかけて、図書館
は「平成15年度情報リテラシー講習会〔春
学期〕」を開いた。講習は（１）OPACとNAC
SIS-Webcat、（２）「雑誌記事索引」講習、
（３）「新聞記事検索」講習、（４）「図書館
利用ガイダンス」の４課目、延べ149名の受
講者があった。また、10月１日から１７日
にかけては、「平成15年度情報リテラシー講
習会〔秋学期〕」を開いた。講習は（１）図書
館ツアー（２）OPAC（３）Webcat（４）「雑誌
記事索引」検索（５）新聞記事検索（６）ジャ
パンナレッジの６課目、延べ13名の受講者
があった。さらに、７月28日から８月６日
かけて、「平成15年度通信生のための情報リ

テラシー講習会」を４課目で講習を行い、
延べ、101名の受講者を迎えた。「情報リテ
ラシー講習会」には総勢263名の受講者を迎
えたことになる。

図書館が行なう「情報リテラシー」
講習会はなぜ必要か。

　情報化社会とは情報量が多いというだけ
ではなく、メディアが多様化し、内容も多
種多様化している社会である。人々には多
くの情報が与えられているようでありながら､
それは情報を提供したい側が流すものであり、
従って、主体的に必要とする情報を探し出
す能力が現代人には不可欠である。また、
多量であることは、それだけ自分が必要と
する情報の入手を困難にしている。メディ
アの多様化と変化の早さはそれを利用する
際に、専門家である図書館員の指導と援助
が必要とする状況になっている。
　一方、国際化とは､多文化、多価値の交錯
する社会である。各種イデオロギー、宗教
的信条、生活様式と習慣、価値観は多様化し、
お互いに共存を求めながらも激しく対立し
ているのが現代の社会の特徴である。思想
信条の自由や表現の自由が保障されている
ということは、発信される情報はきわめて
恣意的であることが多いことでもある。一
つの情報はある立場、ある時代、ある特性
を持った人が提示しているものであるとい
う認識が必要である。情報の質にはばらつ
きもあり、その評価の基準も多元化しており、

竹 村 　 心

動き出した情報リテラシー講習会
―期待される基礎ゼミ1コマ講習―
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発信されない情報や無視される情報もある
中で、公平に収集しようとしている図書館
の存在は貴重であり、図書館の利用方法を
知ることは情報リテラシーの重要な要素で
ある。

「情報を使う力」が身に付く
『基礎ゼミ』での１コマ講習

（１）本学における情報リテラシー教育の現況

　佛教大学における情報リテラシー教育の
現況は、通学生の場合、共通科目の中の区
分「情報」に、「情報機器の操作」（第1学年
次履修）「通信とデータベース」「プログラ
ミング」（第２回学年次以上履修可能）の授
業（すべて２単位）が開講されていること
に示されている。
　また、通信生については、総合科目の内、
教養科目として情報処理入門（２単位）を
テキストで履修、学際科目として、「調査と
統計」「情報と社会」をスクーリングとテス
トで履修することになっている。

（２）本学における情報リテラシーの諸相

　教育学部黒田助教授のホームページによ
れば、２月、２回生の「プレゼミ」で「基礎
的なコンピュータの操作について習熟する。」
として、３回生が２回生を教える方式（STS）
で情報リテラシー教育を補っている。
　また、通信生の場合、図書館でのOPAC
及びデータベースの検索では戸惑う学生が
少なくない。

（３）情報リテラシー教育を支援する図書館によ

る『基礎ゼミ』１コマ講習

　今年度、図書館は本学が行なっている情
報リテラシー教育（Education）と図書館の

利用者支援の延長線上にある情報リテラシ
ー（Instruction）とを区別し、それぞれの
補完関係を大切にして、図書館主催の「情
報リテラシー講習会」と授業と連携した情
報リテラシー教育を支援する「情報リテラ
シー教育支援講習」（『基礎ゼミ』１コマ講習）
の２本立ての情報リテラシー事業を展開した。
図書館収書委員の先生方を中心に７つのゼ
ミの学生を対象に、『学術情報をGETする
─雑誌論文検索からOPAC、Webcatへ』を
パワーポイントを使って、30分の講義と60
分の実習を行なった。総勢194名の学生が受
講したことになる。
　受講後、これらの学生は情報を使う力を
身につけて、レポートを作成する際、情報
検索に飛躍的な力を発揮して、他大学への
文献複写の依頼も含めて、文献収集に大き
な変化がみられる。
　今後、図書館としては基礎ゼミを担当さ
れておられる教員の方々と協力して、新た
な教材開発も含めて、『基礎ゼミ』１コマ講
習を広く実施する予定である。

（図書館専門員・たけむら　まこと）

＜輪蔵だより＞

◆平成15年4月より利用者サービスの向
上のため開館時間の延長、ホームペー
ジのリニューアルを行い、館内各階の
ＯＰＡＣ横に外部情報検索用端末（サ
ンサーラ）を設置して、他機関の所蔵
情報なども検索できるようにした。ま
た、情報リテラシー講習会を開催し、
必要な情報を効果的に探索して使用す
る学習活動の支援の強化を行った。今
後も利用者の視点にたったサービスの
向上に努めていきたい。
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都百景

『佛教大学浄土宗文献室所蔵逐次刊行物目録』

　浄土宗文献室は、
1972年4月に、旧図書
館開館と時を同じくし
て浄土宗文献センター
として開所した。当時
散逸するに任せられて
いた近代浄土宗の教化
資料全般の蒐集を目的

とする専門資料館として創設され、その後
2000年4月図書館に併合され図書館浄土宗
文献室となった。
　創設より30年間にわたって蒐集してきた
資料は、おおよそ50万点を数えるに至った。
蒐集方法は、専ら宗内寺院や関係機関から
の寄贈に頼った。収蔵目録について言えば､
資料全体を一覧できる目録は作成されなか
った。ただ資料蒐集用に作製されたものや、
図書館発行の逐次刊行物目録の中に主要な
資料が収録されているに過ぎなかった。
　当室の長年にわたる蒐集活動により、近
代仏教の歴史を紐解く上での必須の資料、
特に近代浄土宗史の資料が数多く体系的に
蒐集・整理されるに至った。その中でも『浄
土教報』・『浄土宗宗報』の2誌が特筆される。
それを紹介しよう。
　『浄土教報』は、1889（明治22）年に創刊さ
れた。内容は、浄土宗の公示や教化活動を
中心に、法話、時事隅評、教学叢談、文藻
などの見出しのもとに学術から布教まで幅
広い内容を盛り込んでいる。その後『浄土
宗宗報』が創刊されるに及んで、主に浄土
宗教団の雑誌として宗門の啓発に貢献して
きた。所蔵は、誌名変遷はあるものの創刊
号より2472号で終刊を迎えている。
　一方『浄土宗宗報』は、浄土宗の教令・
告示・人事異動、宗議会議事録、その他の
消息を宗内寺院に伝達する目的で1917（大

正7）年に創刊された。一時期浄土宗分裂
の時期もあったが、2003年末現在、1007号
を数え継続して刊行されている。また分裂
時の宗報『浄土宗本派宗報』も、創刊号より
浄土宗合併時の161号まで所蔵している。
　今回の『目録』の体裁は、B5版、119頁で
ある。2002年12月末日現在所蔵のタイトル
数は、およそ2000を数えている。分類は、
寺報・機関紙・雑誌・新聞・伝道はがきの
5分野で、それぞれ浄土宗内・浄土宗外に
区分している。加えて口絵は主要な資料を
写真で掲載し、索引はタイトルの50音順で
収録されている。
　また、冊子体目録のほかに、昨年8月当
室のホームページ開設に伴い､『目録』を
PDFファイルに変換して、目録を公開して
いる｡

　当室の利用方法については、学内・学外
の方は、身分を証明できるもの（学生証）が
必要です。利用は、閲覧・複写のみです。
学外の方は、事前に電話などで所蔵確認を
してからご利用下さい。
　最後に本目録ご希望の方は、図書館1階
カウンターで申し込んで下さい。

（浄土宗文献室・とうどう　ゆうこう）

藤堂  祐 亨

http://www.bukkyo-u.ac.jp/lib/jobun/mokuroku.html
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※ 佛教大学図書館ホームページ（http://www.bukkyo-u.ac.jp/lib/）より
　「電子展示」メニューをクリックして下さい。

　幕末の京都の名所を描いた『都名所百景』（佛

教大学図書館所蔵）は、江戸時代後期（1860年

ごろ）に東居ら5人の絵師が手がけ、大阪の

版元石和により刊行された彩色木版画です。

現在も知られる信仰や観光の名所など、京都

御所から泉涌寺まで全100景。写真家中川邦

昭氏が約20年前に大阪の古書店で購入され、

2002年12月本学にご寄贈くださいました。

　　ホームページでは、【地図で見る都百景】

と題して都百景の分布を地図であらわし、そ

れぞれの絵図には、中川邦昭氏の解説と共に

現在の写真を添えてあります。現在「御所」か

ら「南禅寺三門深雪」までの22景をホームペー

ジ上に掲載し、順次更新する予定です。
15．知恩院門前

都百景

◆「電子展示」紹介
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平成14年度　諸 統 計

主題別整理冊数（単行本）�

主　題　別　　和書�　中国書　�洋書　　計

注：平成14年度に大学で受入登録された単行書の通
　　常整理（データ入力済）分�である。
　　（　）内は内数である。�

資料区分別受入冊数

�図書（単行本）�14,216�4,248�1,429� 0�19,893

�逐 次 刊 行 物� 1,217� 68� 148� 0�1,433

� マイクロ資料� 628� 0� 0� 0� 628

� 地 図 資 料� 53� 5� 1� 0� 59

� 楽 譜 資 料� 15� 0� 0� 0� 15

� 録 音 資 料� 46� 0� 0� 0� 46

� 映 像 資 料� 182� 0� 0� 0� 182

� 静 止 画 像� 21� 0� 0� 0� 21

� 機械可読ファイル� 266� 31� 0� 0� 297

� 博 物 資 料� 1� 0� 0� 0� 1

� 複 製 資 料� 10� 1� 0� 0� 11

� そ　の　他� 6� 0� 0� 4� 10

　 小　　　計� 1,228� 37� 1� 4�1,270

�　合　　　計� 16,661�4,353�1,578� 4�22,596

資　料　区　分　和書　中国書　洋書　その他　総計

マ
イ
ク
ロ
資
料
・
そ
の
他

注：図書（単行本）は、大学資産として受け入れられたもの
　　すべての数である。�通常整理と簡易整理（学術研究助成
　　分など）に分けられる。�逐次刊行物（雑誌）は、製本され
　　たものの登録数である。　　　　

　　　　　内国書　　　　外国書　　　　合　計

図書� 622,057冊� 153,378冊� 775,435冊

雑誌� 5,800種� 1,970種� 7,770種

蔵書数（平成14年5月1日現在）� 

0  類

1  類

　（14）

　（18）

2  類

　（21）

　（22）

3  類

　（36）

　（369）

　（37）

4  類

　（49）

5  類

6  類

7  類

8  類

　（81）

　（82）

　（83）

9  類

　（91）

　（92）

　（93）

�� 1,310  � 75  � 15  �1,400  

�� 1,773  � 69  � 285  �2,127  

�� （168）� （0）�（70）�（238）

�� （1,046）�（45）�（158）�（1,249）

�� 1,689  � 70  � 86  �1,845  

�� （1,047）� （0）�（25）�（1,072）

�� （185）�（40）�（24）�（249）

�� 3,566  � 48  � 258  �3,872  

�� （607）� （2）�（106）�（715）

�� （548）� （1）�（11）�（560）

�� （908）� （1）�（65）�（974）

�� 318  � 0  � 43  � 361  

�� （212）� （0）�（24）�（236）

�� 178  � 3  � 3  � 184  

�� 139  � 3  � 3  � 145  

�� 975  � 28  � 20  �1,023  

�� 218  � 28  � 77  � 323  

�� （92）� （6）� （1）�（99）

�� （45）�（22）�（23）�（90）

�� （43）� （0）�（13）�（56）

�� 1,323  � 101  � 313  �1,737  

�� （1,069）� （0）� （1）�（1,070）

�� （87）�（99）� （8）�（194）

�� （82）� （0）�（240）�（322）

　総　　計� 11,489  � 425  �1,103  �13,017  

総 　記

哲　学

心理学

仏　教

歴　史

日本史

東洋史

社会科学

社会学

社会福祉

教　育

自然科学

医　学

技　術

産　業

芸　術

言　語

日本語

中国語

英　語

文　学

日本文学

中国文学

英米文学
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主題別貸出冊数

利用者別

主題区分

大学院学部 大学院学部

通　　　　　学 通　　　　　信

和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書

�0類　総　 記� 131� 0� 27� 0� 52� 0� 6� 0� 7� 0� 15� 0� 238� 0

�1類　哲　 学� 8,556� 39�2,887� 158�3,031� 6� 621� 16� 742� 36�1,050� 52�16,887� 307

�2類　歴　 史� 5,849� 3�1,352� 4�1,500� 1� 172� 2� 465� 1� 361� 8�9,699� 19

�3類　社会科学�18,114� 5�2,087� 51�9,100� 9� 345� 7� 691� 75� 687� 20�31,024� 167

�4類　自然科学� 1,794� 0� 231� 2� 722� 0� 27� 0� 56� 1� 79� 1�2,909� 4

�5類　技　 術� 1,054� 0� 111� 0� 114� 0� 2� 0� 21� 0� 46� 2�1,348� 2

�6類　産　 業� 558� 0� 151� 0� 94� 0� 7� 0� 35� 0� 25� 1� 870� 1

�7 類　芸 　 術� 2,610� 1� 201� 0� 376� 0� 45� 0� 106� 8� 185� 0�3,523� 9�

�8類　言　 語� 4,786� 5� 709� 10�1,190� 16� 173� 5� 396� 16� 417� 11�7,671� 63

�9類　文　 学� 5,475� 38� 815� 52�1,967� 48� 309� 51� 224� 27� 336� 23�9,126� 239

�分 類 な し� 0� 0� 6� 0� 4� 1� 0� 0� 12� 0� 0� 0� 22� 1

�　　　計� 48,927� 91�8,577� 277�18,150� 81�1,707� 81�2,755� 164�3,201� 118�83,317� 812

�中　国　書� 17� 110� 20� 3� 23� 21� 194

�国　　　書� 1� 6� 0� 0� 0� 0� 7

�佛　　　書� 3� 2� 0� 0� 9� 0� 14

�宗　　　書� 6� 2� 0� 0� 19� 11� 38

�文　　　庫� 8� 12� 0� 0� 65� 0� 85

�そ　の　他� 3� 7� 1� 0� 14� 1� 26

�総　　　計� 49,056� 8,993� 18,252� 1,791� 3,049� 3,352� 84,493

注：利用者別の「その他」欄には、研究生・研究員・卒業生・事務用利用等を含む。�

教職員 その他 総　計
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「
弥
生
の
空
に
は
咲
き
残
る
花
も
な
し
、
う
ち
つ
づ
く
春
雨
に
散
り
過
ぐ

る
枝
々
、
青
葉
混
じ
り
の
花
の
色
、
人
の
心
を
ぞ
迷
わ
し
悩
ま
す
も
の
な
る

名
所
多
き
花
の
匂
い
…
」
と
『
十
二
月
あ
そ
び
』
三
月
の
詞
書
は
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
「
弥
生
」
は
陰
暦
の
三
月
、
閏
月
も
入
る
今
年
の
三
月
一
日
は
太
陽

暦
で
は
月
も
半
ば
を
す
ぎ
た
４
月
19
日
と
な
り
ま
す
。
梅
は
正
月
、
桜
も
二

月
、
三
月
に
は
す
で
に
咲
き
残
る
花
は
な
く
、
早
く
も
梅
雨
を
思
わ
せ
る
空

模
様
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
こ
の
絵
巻
に
は
正
月
か
ら
極
月
（
十
二
月
）
に
い
た
る
ま
で
内
裏
、

京
の
町
々
を
中
心
に
伝
わ
る
年
中
行
事
や
遊
び
の
数
々
、
季
節
の
自
然
な
ど

が
月
ご
と
に
描
か
れ
、
そ
の
様
子
が
絵
と
詞
、
交
互
に
書
き
連
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
京
都
に
住
ま
う
も
の
に
は
な
じ
み
の
深
い
地
名
や
、
「
人
の
心
を
迷

わ
し
悩
ま
す
」
と
い
う
花
の
名
所
も
多
く
登
場
し
ま
す
。
い
ま
に
伝
承
さ
れ

る
行
事
や
風
物
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
絵
巻
が
製
作
さ
れ
た
こ
ろ
（
江
戸
中

期
ご
ろ
か
）
と
現
在
と
で
は
違
っ
た
か
た
ち
で
残
っ
て
い
る
も
の
な
ど
も
多

く
、
比
較
し
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
月
づ
き
に
拾
い
上
げ
る
と
、

【
正
月
】

正
月
の
し
つ
ら
え
（
門
松
、
注
連
飾
り
、
蓬
莱
山
飾
り
）、

年
始
挨
拶
、
恵
比
寿
舞
、
鳥
追
い
（
さ
さ
ら
）、
恵
比
寿
か
き
（
弓
）、

年
玉
、
扇
売
り
、
玉
と
ば
し
、
七
草
、
ど
ん
ど
？
、
鏡
開
き

【
二
月
】

梅
の
花
、
う
ば
桜
、
八
重
紅
梅
、
春
霞
、
涅
槃
会
、
涅
槃
相

【
三
月
】

春
雨
、
青
葉
、
花
の
名
所
（
吉
野
、
初
瀬
）、
嵯
峨
野
（
大
念
仏
、
御

身
拭
い
）、
高
野
大
師
の
御
影
供
、
東
寺
、
庭
鳥
合
わ
せ

【
四
月
】

卯
の
花
、
花
橘
、
郭
公
（
死
出
田
長
）、
山
吹
、
灌
佛
、
若
葉
、
藤
の

花
（
北
の
藤
波
、
大
谷
、
白
藤
、
野
田
の
藤
棚
）、
酒
宴

【
五
月
】

端
午
の
節
句
（
あ
や
め
葺
き
、
幟
、
兜
、
茅
巻
）、
賀
茂
競
馬
、
深
草

神
事
、
石
打
、
印
地

【
六
月
】

蚊
遣
り
火
、
夕
顔
、
祇
園
祭
、
四
条
の
町
、
神
の
御
輿
、
犬
神
人

『
十
二
月
あ
そ
ひ
』

古
川
　 

千
佳

◆
新
収
資
料
紹
介
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【
七
月
】

乞
巧
奠
（
天
の
川
、
牽
牛
織
女
、
鵲
の
紅
葉
の
橋
、
五
色
の
糸
）、
六

道
詣
り
、
精
霊
迎
え
、
百
味
の
供
物
、
施
餓
鬼
供
養
、
燈
篭
、
盆
踊
り

【
八
月
】

越
路
の
雁
、
萩
の
下
葉
、
早
稲
田
、
虫
の
声
々
、
月
（
十
五
夜
、
桂
、

洞
庭
湖
、
更
科
、
姨
捨
、
二
見
が
浦
、
清
見
が
関
、
広
沢
の
池
、
須
磨

明
石
）

【
九
月
】

野
分
、
す
す
き
、
萩
の
葉
、
蝉
の
抜
殻
、
草
の
間
垣
の
露
、
重
陽
（
菊

慈
童
、
仙
人
、
延
年
草
、
菊
酒
）

【
十
月
】

出
雲
の
神
有
月
、
笹
船
、
北
時
雨
、
紅
葉
（
龍
田
明
神
、
蜀
江
、
稲
荷

山
、
高
雄
、
清
滝
）、
土
器
投
げ

【
十
一
月
】

霜
柱
、
庭
火
（
天
照
大
神
、
ス
サ
ノ
オ
、
天
の
岩
戸
、
八
咫
の
鏡
、
思

兼
、
天
の
香
久
山
、
神
楽
舞
）

【
十
二
月
】

師
走
の
月
夜
、
正
月
準
備
（
す
す
払
い
、
門
松
、
ゆ
づ
り
葉
、
注
連
飾

り
、
鏡
餅
）、
節
季
候
、
大
晦
の
夜
（
た
い
ま
つ
、
掛
金
と
り
、
若
水
、

屠
蘇
白
散
）

と
楽
し
い
行
事
や
あ
そ
び
、
植
物
な
ど
が
登
場
し
ま
す
が
、
美
し
く
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
思
い
お
こ
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
貴
重
な
時
代
風

物
を
映
し
て
お
り
、
近
世
の
み
な
ら
ず
近
現
代
に
ま
で
示
唆
に
富
む
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
を
含
ん
だ
資
料
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
研
究
が
待
た
れ
る
も
の
で

す
。
こ
こ
に
ひ
と
ま
ず
写
真
に
て
書
誌
情
報･

詞
書
釈
文
と
と
も
に
ご
紹
介

い
た
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　        

（
図
書
館
専
門
員
・
ふ
る
か
わ
　ち
か
）

【
十
二
月
あ
そ
ひ
】
書
誌

　
紺
地
に
金
糸
織
模
様
の
あ
る
布
表
紙
、
濃
紫
の
平
紐
を
巻
き
、
見
返
し
に

は
金
の
箔
を
置
く
。
厚
手
鳥
子
紙
に
金
の
下
絵
を
施
し
た
本
紙
は
裏
地
に
も

雲
母
を
引
き
、
金
の
切
箔
を
散
ら
し
た
豪
華
な
絵
巻
で
あ
る
。
本
紙
は
狭
い

部
分
で
幅
七･

七
、
広
い
と
こ
ろ
で
は
九
五
セ
ン
チ
を
こ
え
る
紙
を
継
い
で

い
る
。
内
題
は
な
く
、
標
題
は
書
題
簽
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
各
月
の
絵
と

詞
は
上
巻
で
は
絵
が
、
下
巻
で
は
詞
書
が
さ
き
に
位
置
し
て
い
る
。

標
　
題
：
十
二
月
あ
そ
ひ

箱
蓋
題
：
十
二
月
遊
繪

箱
側
題
：
十
二
ヶ
月
絵
巻
（
後
補
）

数
　
量
：
巻
子
上
下
二
軸

巻
　
紐
：
濃
紫
平
紐

題
　
簽
：
金
砂
子
散
し
鳥
子
紙

表
　
紙
：
紺
地
に
金
糸
織
文
様
布
表
紙

見
返
し
：
表
地
折
返
し
に
金
箔
置
紙

本
　
紙
：
金
彩
草
花
下
絵
鳥
子
紙
に
彩
色
画
お
よ
び
墨
書
詞
書

裏
　
地
：
雲
母
引
金
切
箔
散
し
鳥
子
紙

紙
　
高
：
約
三
三･

三
㎝

軸
　
高
：
約
三
四･

九
㎝

軸
　
先
：
象
牙

詞
　
書
：
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
（
一
部
振
仮
名
付
）
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【
十
二
月
あ
そ
ひ
】
詞
書
釈
文

﹇
上
巻
﹈

む
か
し
は
年
月
の
う
つ
る
時
節
を
し
ら

ず
草
の
か
れ
行
て
二
た
ひ
あ
を
く
さ

か
ふ
る
を
是
を
一
年
と
名
つ
け
も
し

人
其
と
し
い
く
ば
く
ぞ
と
と
へ
は
我
は

い
く
草
の
あ
を
く
な
り
し
を
見
た

り
と
こ
た
ふ
月
の
ま
と
か
な
る
を
一

月
と
名
つ
け
草
の
色
を
そ
く
生
た

つ
と
き
閏
あ
る
こ
と
を
し
れ
り
其

の
ち
唐
尭
と
い
へ
る
み
か
ど
の
時
容

成
と
い
ふ
臣
下
は
し
め
て
暦
を
つ
く

り
十
二
月
を
一
年
と
し
卅
日
を
一

月
と
し
十
二
時
を
一
日
一
夜
に
さ
だ
め
し

よ
り
年
月
あ
き
ら
か
に
し
れ
る
事

に
な
り
侍
へ
り
を
よ
そ
一
年
を
十
二

月
に
わ
け
ら
る
ゝ
事
は
天
の
七
曜
地

の
五
行
に
か
た
と
れ
り
是
に
た
く
へ

て
月
々
の
い
は
ひ
あ
そ
ひ
の
し
な

く

世
々
の
み
か
と
の
な
し
そ
め
給
ひ
し
か
す

く
お
ほ
し
そ
れ
な
ら
て
月
雪
花

も
み
ち
は
こ
と
更
う
と
か
ら
ぬ
な
か
め
そ

か
し
哥
よ
み
詩
つ
く
り
て
月
は
く
も
ら

す
も
か
な
雪
に
は
あ
と
つ
け
し
花
は

ち
ら
す
も
も
み
ち
は
色
な
か
は
り
そ

と
ね
か
ふ
も
又
や
さ
し
さ
ら
て
は
み

か
と
の
ま
つ
り
こ
と
に
か
す

く
の
さ
た

め
あ
り
年
中
行
事
公
事
根
源
に

つ
ま
ひ
ら
か
に
し
る
さ
れ
た
り
又
年

月
の
う
つ
る
に
か
は
る

く
の
あ
そ
ひ
有

事
は
雲
の
上
大
宮
人
よ
り
し
た
つ
か
た

あ
や
し
の
民
ま
て
是
有
事
お
ほ
か

り
源
氏
物
か
た
り
ま
ほ
ろ
し
の
巻
吉

田
の
兼
好
か
つ
れ

く
草
に
か
き
の
せ

た
る
ら
ん
そ
れ
は
を
ろ
か
な
ら
ん
人
の
よ
み

た
や
す
く
し
る
へ
き
事
も
ふ
か
き
文
の

言
葉
な
れ
は
か
た
か
る
へ
し
只
世
の
こ
と

草
人
の
し
り
侍
へ
る
を
か
し
き
事
共

の
ゑ
に
か
き
た
る
を
い
さ
ゝ
か
に

　
　
　
　
　
　
こ
と
か
き
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ひ
草
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ね
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
へ
し

じ
せ
つ

お
い

よ
う

う
る
ふ

た
う
げ
う

せ
い

こ
よ
み

つ
き

じ

よ
う

こ
ん
げ
ん

ま
き
よ
し

だ
　
　
け
ん
こ
う
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正
月

去
年
と
こ
と
し
と
一
夜
を
へ
た
て
ゝ

き
の
ふ
に
け
ふ
は
か
は
ら
す
と
お
も
へ
と

春
た
つ
空
は
心
か
ら
の
と
や
か
也
四
方

の
山
に
は
霞
の
あ
し
青
山
の
か
し
ら

を
ふ
ま
へ
て
立
あ
か
り
う
く
ひ
す
の

こ
ゑ
も
う
れ
し
け
に
の
き
は
ち
か
く
聞
ゆ

日
か
け
も
う
ら
ゝ
か
に
か
き
ね
の
草
も

も
え
出
る
程
な
り
梅
の
に
ほ
ひ
も
い
に

し
へ
を
お
も
ひ
出
る
よ
す
か
と
な
れ
る

大
路
の
さ
ま
松
た
て
わ
た
し
家
々
の

し
め
か
さ
り
も
い
み
し
く
う
ち
み
え
て
内

に
は
ほ
う
ら
い
の
山
を
か
さ
り
　
龜

に
こ
と
ふ
き
を
な
そ
ら
へ
て
千
代
よ
ろ

つ
世
を
い
は
ふ
と
か
や
さ
た
ま
れ
る
事

と
て
お
と
こ
女
わ
れ
も

く
と
出
た
ち

家
の
か
と
に
物
申
て
礼
義
た
ゝ
し

き
も
又
を
か
し
あ
か
つ
き
よ
り
こ
ゑ

う
ち
た
て
ゝ
め
て
た
き
わ
か
ゑ
ひ
す

を
い
は
ひ
お
さ
む
千
町
万
町
の
と
り

お
ひ
さ
ゝ
ら
を
す
り
て
福
徳
を
い

は
ふ
都
か
た
に
は
き
か
す
あ
つ
ま

の
か
た
に
は
え
ひ
す
か
き
と
い
へ
る
も
の
ゝ

一
ち
や
う
の
弓
を
も
つ
て
あ
ま
つ
し
た

お
さ
ま
る
御
代
を
こ
と
ふ
き
す
と
し
玉

と
か
や
命
を
の
へ
て
す
ゑ
も
さ
か
ふ
る

あ
ふ
き
を
う
る
も
い
か
め
し
う
よ
は
ゝ

る
こ
ゑ
聞
ゆ
子
と
も
の
む
れ
出
て

玉
を
と
は
し
あ
そ
ふ
も
さ
ら
な
り
七
草

の
い
は
ひ
こ
と
す
き
て
は
十
五
日
よ
り

う
ち
つ
ゝ
き
て
大
内
よ
り
賀
茂
か
は
か

の
と
う
と
お
ほ
ん
の
ま
つ
り
も
あ
り

廿
日
は
く
そ
く
の
か
ゝ
み
ひ
ら
き
武
家

の
い
は
ひ
は
ひ
た
す
ら
け
ふ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
も
の
を
や

つ
る
か
め

こ
　
ぞ

ふ
く
と
く

（17）
頁
に
拡
大
図
あ
り
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二
月

す
て
に
睦
月
も
う
ち
す
き
て
き
さ
ら

き
に
う
つ
れ
は
梅
の
花
や
う

く
ち
り
ぬ
る

に
を
し
つ
ゝ
き
て
う
は
櫻
も
さ
き
い

て
た
り
八
重
の
こ
う
は
い
は
な
を
色

を
あ
ら
そ
ふ
や
ゝ
春
ふ
か
く
か
す
み
わ
た

り
て
人
の
こ
ゝ
ろ
も
う
き
た
ち
山
ゝ
の

木
の
め
は
る
へ
に
け
し
き
た
ち
て
月

の
な
か
は
に
成
行
ま
ゝ
に
十
五
日
は

佛
の
ね
は
ん
に
い
ら
せ
給
ふ
其
ふ
る
き

あ
と
を
き
く
に
天
ち
く
の
狗
邪
那

國
は
つ
た
い
か
の
ほ
と
り
し
や
ら
さ
う

し
ゆ
の
も
と
に
八
万
の
大
衆
十
六
の
大

か
ら
ん
天
人
り
う
し
ん
五
十
二
る
い 

星

の
ご
と
く
つ
ら
な
り
て
仏
の
ね
は
ん
を

か
な
し
み
け
ん
其
さ
ま
を
ゑ
に
あ
ら

は
し
て
ね
は
ん
さ
う
と
い
ふ
な
ら
し
本

朝
の
寺
々
こ
の
日
に
い
た
り
て
此
ゑ

を
か
け
ね
は
ん
ゑ
を
お
こ
な
ふ
な
る
こ

と
さ
ら
五
山
の
う
ち
東
福
寺
の
繪

は
ち
や
う
て
ん
す
と
か
や
い
へ
る
法
師
の

か
き
た
り
け
ん
人
ゝ
こ
れ
に
参
り
て

お
か
み
た
て
ま
つ
る
も
け
う
と
し

ほ
し

ほ
ん

ご
さ
ん

て
う

と
う
ふ
く
じ

ゑ
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三
月

弥
生
の
空
に
は
さ
き
残
る
花
も
な
し

う
ち
つ
ゝ
く
春
雨
に
ち
り
す
く
る

え
た

く
青
葉
ま
し
り
の
花
の
色

人
の
心
を
そ
ま
よ
は
し
な
や
ま
す

も
の
な
る
名
と
こ
ろ
お
ほ
き
花
の

に
ほ
ひ
吉
野
は
つ
せ
は
さ
ら
也
嵯
峨

野
ゝ
御
寺
に
は
大
念
佛
と
て
む
か
し

よ
り
さ
た
ま
れ
る
お
こ
な
ひ
あ
り
き

せ
ん
く
ん
し
ゆ
し
て
ま
う
て
ぬ
る
に

を
し
つ
ゝ
き
て
十
九
日
は
さ
が
の
ゝ
如

來
の
御
身
を
ぬ
く
ひ
奉
る
ま
こ
と
に

三
国
第
一
の
名
佛
ぞ
か
し
廿
一
日
は
高

野
大
師
の
御
影
供
か
の
た
か
野
ゝ
御

山
は
ほ
と
と
を
け
れ
ば
申
す
に
た
ら
す

み
や
こ
ち
か
き
東
寺
の
さ
ん
け
い
仁
和

寺
高
雄
の
ま
う
て
あ
る
も
け
し
か
ら

ぬ
さ
ま
也
わ
ら
は
へ
の
こ
と
わ
さ
と
て

都
の
町
々
よ
り
う
へ
つ
か
た
ま
て
庭

鳥
あ
は
せ
の
な
く
さ
み
あ
り
庭
鳥
は

智
仁
勇
の
三
徳
を
そ
な
へ
て
も
の
ゝ

ふ
の
よ
き
な
ら
は
し
也
ま
た
む
か
し
よ

り
い
ひ
な
ら
は
す
な
る
千
羽
の
庭

鳥
を
か
ふ
と
き
は
其
家
か
な
ら
す

長
者
と
な
る
と
い
へ
り
そ
れ
な
ら
て
も

時
を
し
る
の
徳
あ
る
も
の
也 は

な

や
よ
ひ

よ
し
の

さ
　
が

に
ょ

ら
い

た
て
ま
つ

ご
く

め
い
ぶ
つ

か
う

や
だ
い
し

み
え
い
くと

う
じ

に
ん
わ

に
は

し
た
か
お

と
りち

じ
ん
ゆ
う

と
く

ば



（7）

四
月

夘
月
に
成
ぬ
れ
は
か
き
ね
に
咲
る
夘

の
花
は
又
な
ま
め
か
し
は
な
た
ち
は
な

の
に
ほ
ひ
を
と
め
て
郭
公
の
雲
井
に

名
の
る
こ
ろ
し
て
の
た
を
さ
の
名
に
い
に

し
へ
人
の
こ
ひ
し
き
は
け
に
さ
ら
也

岸
の
や
ま
ふ
き
き
よ
け
に
さ
き
て
井

手
の
水
に
影
う
つ
る
は
こ
か
ね
花
さ
く

夕
か
と
お
も
ほ
ゆ
る
も
心
ゆ
か
し
八
日

は
灌
佛
の
お
こ
な
ひ
あ
り
推
古
天
王

の
御
時
よ
り
は
し
ま
れ
り
ほ
と
け

の
む
ま
れ
給
ふ
日
な
れ
は
生
湯
を
ひ

き
た
て
ま
つ
る
若
葉
の
木
す
ゑ
す

す
し
け
に
し
け
り
行
も
あ
は
れ
也

お
ほ
つ
か
な
き
藤
の
花
さ
き
み
た
れ

て
さ
か
ふ
る
北
の
ふ
ち
な
み
も
た
か
き

空
に
や
に
ほ
ふ
ら
ん
都
ち
か
き
所
に

は
大
谷
と
か
や
名
を
え
た
る
花
ふ
さ

な
か
き
白
藤
も
あ
り
と
い
へ
る
猶
も

心
ゆ
く
は
野
田
の
藤
た
な
に
そ

あ
り
け
る
こ
と
更
藤
は
酒
え
ん
を

こ
の
む
も
の
な
れ
は
酒
の
に
ほ
ひ
に

は
花
ふ
さ
も
な
か
く
木
も

　
　
　
　
　
　
　
さ
か
ふ
る
と
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
え
し

き
しく

わ
ん
ぶ
つ

す
い
こ
て
ん
わ
う

う
ぶ
ゆ
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五
月

五
月
の
は
し
め
の
五
日
は
民
の
家
々
あ
や

め
ふ
く
日
に
て
夏
の
疫
氣
を
は
ら
ふ

事
有
今
日
は
こ
と
更
賀
茂
の
く
ら

へ
馬
ふ
か
く
さ
の
神
事
に
て
人
み
な

袖
を
つ
ら
ね
そ
よ
め
き
立
て
行
て

見
る
事
す
て
に
は
て
ゝ
か
へ
る
さ
の

ほ
と
こ
そ
け
う
と
け
れ
わ
ら
は
へ
と
も
の
か

り
そ
め
に
石
う
ち
し
け
る
の
ち
に
は

わ
か
き
お
の
こ
と
も
ゐ
ん
ち
と
い
ふ
事
を

し
出
し
て
た
か
ひ
に
た
た
か
ひ
い
と
み
て

手
か
ら
に
も
あ
ら
ぬ
き
す
を
か
う
ふ
り

命
を
す
つ
る
も
を
ろ
か
な
ら
す
や
此
日

雨
の
ふ
る
も
の
こ
り
お
ほ
し
も
ろ
こ
し

黄
帝
の
時
に
蚩
尤
と
い
へ
る
朝
て
き

を
せ
め
ほ
ろ
ほ
せ
し
た
め
し
よ
り
今

に
つ
た
は
り
て
家
こ
と
に
の
ほ
り
を

た
て
か
ふ
と
を
か
け
て
天
下
太
平
の

あ
り
さ
ま
を
し
め
す
を
の
ほ
り
な
ん

と
も
し
と
ゝ
に
ぬ
れ
て
人
も
か
さ
う
ち
さ

し
て
ゆ
く

く
見
る
も
又
を
か
し
楚

の
屈
平
原
か
こ
と
よ
り
は
し
ま
り
て

け
ふ
は
茅
巻
を
い
は
ふ
と
か
や

え
き
き

か
　
も

く
わ
う
て
い

し
ゆ
う

て
う

そ

く
つ
へ
い
げ
んち

ま
き

（17）
頁
に
拡
大
図
あ
り



（9）

六
月

水
無
月
の
こ
ろ
は
世
も
こ
と
更
に
あ
つ
う

し
て
人
も
い
き
つ
き
あ
へ
ぬ
程
な
り
家

こ
と
に
は
蚊
や
り
火
ふ
す
ふ
る
も
あ
は

れ
な
り
あ
や
し
き
ふ
せ
や
に
白
く

さ
け
る
夕
か
ほ
の
花
の
名
は
こ
と

く

し
う
け
た
れ
て
聞
ゆ
る
も
又
を
か
し
こ

と
さ
ら
に
見
物
す
へ
き
は
祇
園
ま
つ
り

な
り
も
と
は
是
尾
州
の
津
嶋
の
御

神
也
清
和
天
皇
の
御
時
貞
觀
十
一

年
は
し
め
て
都
に
く
わ
ん
し
や
う
す

そ
れ
よ
り
神
事
の
こ
と
お
こ
り
て
む

か
し
は
六
十
六
の
ほ
こ
を
か
さ
り
て
四

条
の
町
を
わ
た
し
け
れ
と
事
大
そ
う

な
れ
は
い
ま
は
わ
つ
か
に
そ
の
数
を
し
ら
し

む
る
は
か
り
な
り
山
を
か
さ
り
て
わ
た

す
も
又
見
と
こ
ろ
あ
り
ひ
と
つ
も
あ
た

に
い
は
れ
な
き
山
は
あ
ら
す
此
日
に
い

た
り
て
神
の
御
こ
し
を
あ
ひ
わ
た
す
に

犬
神
人
の
立
出
て
ま
つ
り
の
御
と
も

し
ひ
ち
を
は
り
威
勢
を
ふ
る
ふ
も

　
　
　
　
　
　
を
か
し
き
い
は
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
事
也

か

ぎ
を
ん

び
し
う

せ
い
わ
て
ん
わ
う

で
う
く
は
ん

い
ぬ
じ
ん
に
ん

ゐ
せ
い

（17）
頁
に
拡
大
図
あ
り
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﹇
下
巻
﹈

七
月

さ
て
も
七
月
の
七
日
は
天
上
に
あ
ま
の

川
と
て
ふ
か
く
ひ
ろ
き
川
あ
り
一
と
せ

に
た
ゝ
こ
よ
ひ
は
か
り
牽
牛
織
女
の

あ
ふ
夜
な
れ
は
か
さ
ゝ
き
の
も
み
ち
の
は

し
を
わ
た
し
て
ち
き
り
ふ
か
き
な
か
た

ち
を
な
す
と
か
や
乞
巧
奠
と
て
人
み
な

こ
よ
ひ
は
七
夕
ま
つ
り
す
る
も
な
ま
め

か
し
五
色
の
糸
を
針
に
さ
し
衣
を
か
し

て
た
な
は
た
つ
め
に
事
を
い
の
る
も

さ
ら
也
九
日
十
日
六
た
う
と
い
ふ
と
こ
ろ
に

ま
う
て
ゝ
ま
つ
る
へ
き
し
や
う
り
や
う
を
む
か
ふ

も
け
し
か
ら
す
み
ゆ
十
四
日
よ
り
は
寺
に
せ

か
き
の
く
や
う
あ
り
町
に
は
聖
霊
の
た

な
を
か
ざ
り
百
味
の
そ
な
へ
も
の
十
六
日

ま
て
い
と
な
む
も
た
う
と
し
家
々
の
か
ど

に
は
い
ろ

く
の
と
う
ろ
う
に
火
を
と

も
し
む
か
し
よ
り
あ
る
事
に
て
わ
か
き

人
み
な
た
ち
出
て
を
と
り
を
す
る
も
た

え
ぬ
見
物
な
ら
す
や
た
れ
と
は
し
ら

す
ほ
う
か
ふ
り
し
て
　
の
こ
し
た
を
や

か
に
う
ち
ふ
り
哥
の
ふ
し
し
め
や
か
に
う
た

ひ
つ
れ
た
る
は
夜
目
に
み
る
か
ら
う
つ
ゝ

こ
ゝ
ろ
に
な
り
ぬ

け
ん
ぎ
う
し
ょ
く
ぢ
ょ

き
か
う
で
ん

し
き

い
と

は
り

し
や
う
り
や
う
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八
月

名
に
あ
ふ
秋
も
な
か
は
や
う

く
夜
さ
む

に
な
る
ほ
と
こ
し
ぢ
の
か
り
も
は
を
な

ら
へ
て
は
雲
井
に
な
き
て
く
る
こ
ろ

萩
か
下
葉
も
い
ろ
つ
き
わ
さ
田
か
り

ほ
す
な
と
人
の
心
も
秋
に
成
ぬ
れ
は

そ
の
こ
と
く
な
く
も
の
あ
は
れ
に
む
し
の

こ
ゑ

く
も
う
ら
み
か
ほ
な
り
三
五
の
夜
は

こ
と
更
月
も
ひ
か
り
を
そ
へ
桂
の
実
の
る

ゆ
ふ
へ
の
空
も
ろ
こ
し
に
は
洞
庭
の
月

の
夜
を
な
か
め
あ
か
し
て
詩
を
つ
く
る

と
か
や
わ
か
朝
に
は
さ
ら
し
な
を
ば
捨

二
見
か
浦
清
見
か
関
こ
そ
月
に
名
を

え
し
所
な
れ
都
ち
か
き
あ
た
り
に
は

廣
澤
の
池
の
あ
た
り
そ
月
を
な
か
む

る
名
所
と
は
い
ふ
な
る
そ
れ
な
ら
て
は

須
ま
あ
か
し
の
月
は
さ
ら
な
り
こ
よ
ひ

の
一
輪
ま
と
に
み
て
り
万
水
の
影
て

り
ま
さ
り
ぬ
れ
は
二
千
里
の
外
ま

て
雲
も
な
し
故
人
の
心
は
い
か
に

と
か
お
も
ふ
ら
ん
と
ふ
け
ゆ
く
空
に
か
た

ふ
く
月
を
な
か
む
る
ほ
と
に
名
残
な

く
山
の
は
に
か
く
る
ゝ
は
又
す
て
か
た
し

み

と
う
て
い

し

ふ
た
み

う
ら
き
よ
み

せ
き

ひ
ろ
さ
は

り
ん

て
うこ

じ
ん
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九
月

野
分
の
風
す
さ
ま
し
く
す
ゝ
き
は
ほ

に
出
て
な
に
の
た
ゝ
ち
に
た
れ
を
か

ま
ね
く
ら
ん
萩
の
葉
か
れ
ゆ
き
て

蝉
の
も
ぬ
け
た
る
又
あ
は
れ
な
り
咲

つ
ゝ
く
菊
の
ま
か
き
は
露
う
る
は
し
く

み
え
わ
た
り
て
ひ
と
き
は
の
な
か
め
そ

か
し
も
ろ
こ
し
の
慈
童
か
菊
の
な
か
れ
に

よ
は
ひ
を
の
へ
て
七
百
歳
を
へ
し
か

と
も
か
た
ち
は
た
ゝ
十
六
七
な
り
ほ
う
そ

と
い
へ
る
仙
人
に
な
り
け
ん
そ
れ
よ
り

こ
の
か
た
菊
を
延
年
草
と
名
つ
く

陽
九
と
い
ふ
は
九
月
九
日
こ
れ
大
陽

の
日
に
し
て
菊
の
酒
を
の
む
と
き
は

か
な
ら
す
や
ま
ひ
を
の
か
る
ゝ
と
か
や
さ

れ
は
我
朝
に
は
賀
州
に
菊
酒
あ
り

む
か
し
は
菊
の
山
あ
り
て
谷
水
な
か

れ
出
た
る
を
さ
け
に
つ
く
り
て
の
み
け
ん

人
み
な
一
百
二
百
の
よ
は
ひ
を
た
も
ち

て
や
ま
ひ
な
か
り
し
そ
の
た
め
し
よ

り
い
ま
に
つ
た
は
る
名
物
也

せ
み

じ
ど
う

さ
い

せ
ん
に
ん

ゑ
ん
ね
ん
さ
う

や
う
き
う

か
し
う

て
う

き
く
ざ
け
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十
月

神
無
月
と
い
ふ
事
は
日
本
の
神
た
ち

出
雲
の
國
に
あ
つ
ま
り
た
ま
へ
は
出
雲

に
は
神
有
月
と
申
す
と
か
や
か
の
大

社
の
明
神
は
諸
神
の
つ
か
さ
に
て
ま
し

ま
せ
は
こ
の
と
こ
ろ
に
も
ろ

く
の
神
た

ち
あ
つ
ま
り
給
ふ
け
に
も
出
雲
の
海
つ
ら

に
は
さ
ゝ
舟
い
く
ら
と
い
ふ
数
な
く
う
か

ひ
て
み
ゆ
と
い
ひ
つ
た
へ
侍
り
北
時
雨
い
く

し
ほ
そ
む
ら
ん
青
か
え
て
も
い
ろ
こ
と
に

染
わ
た
り
て
に
し
き
を
さ
ら
す
山
々
の

名
と
こ
ろ
は
お
ほ
け
れ
と
こ
と
さ
ら
龍
田

の
明
神
は
紅
色
を
こ
の
み
給
へ
は
も
み

ち
の
い
ろ
も
こ
と
に
そ
め
わ
た
り
川
に

ち
り
し
く
あ
り
さ
ま
蜀
江
に
ひ
た
し
て

す
ゝ
く
に
し
き
の
い
ろ
も
か
く
や
と
そ
お

も
ほ
ゆ
都
ち
か
き
と
こ
ろ
に
は
い
な
り
山

の
も
み
ち
も
名
た
か
け
れ
と
高
雄
の
も

み
ち
は
一
き
は
の
詠
め
そ
か
し
あ
た
り
近

き
清
た
き
の
川
瀬
よ
り
ち
り
う
き

て
な
か
る
ゝ
も
み
ち
の
色
を
見
さ
ら
ん

も
こ
ゝ
ろ
つ
き
な
し
谷
ふ
か
き
に
む

か
ひ
て
か
は
ら
け
な
け
の
あ
そ
ひ
す
る
も

さ
ら
也

し
ょ
く
か
う
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十
一
月

も
み
ち
の
色
も
や
う

く
う
つ
ろ
ひ
て

霜
月
の
こ
ろ
は
木
す
ゑ
も
あ
は
れ
な
り

し
も
は
し
ら
す
さ
ま
し
き
ま
て
立
な
ら

ひ
て
い
と
し
ろ
う
み
ゆ
る
も
又
を
か
し
大

う
ち
よ
り
民
の
家
々
ま
て
庭
火
を
た

き
て
神
を
い
さ
む
事
も
ゆ
へ
な
き
に
は

あ
ら
す
む
か
し
あ
ま
て
る
太
神
御
お

と
ゝ
の
す
さ
の
お
の
み
こ
と
に
う
ら
み
給
ふ
こ

と
あ
り
て
あ
ま
の
岩
戸
に
こ
も
り
た

ま
ひ
し
に
國
の
う
ち
と
こ
や
み
と
な
れ
り

け
り
思
兼
の
み
か
と
は
か
り
こ
と
を
め
く

ら
し
て
あ
ま
の
か
こ
山
の
ま
さ
か
き
に

八
咫
の
か
ゝ
み
を
か
け
庭
火
を
た
き

て
八
百
よ
ろ
つ
の
神
た
ち
岩
戸
の

ま
へ
に
む
ら
か
り
て
か
く
ら
を
そ
う
し
ま

ひ
あ
そ
ひ
給
ひ
し
か
は
あ
ま
て
る
太
神

岩
戸
を
ひ
ら
き
出
給
ひ
し
か
は
人
の
お
も

て
し
ろ
く
み
え
け
る
よ
り
あ
な
さ
や
け
あ

な
お
も
し
ろ
と
諸
神
申
さ
せ
給
ひ
し
よ

り
庭
火
は
は
し
ま
り
て

　
　
　
　
　
い
ま
に
つ
た
は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
也
か
し

お
も
ひ
か
ね

や
　
た



（15）

十
二
月

月
日
や
う

く
す
き
暮
て
極
月
に
う
つ

り
行
こ
そ
人
の
名
残
も
世
の
い
そ
が

は
し
き
も
お
も
ひ
し
ら
る
れ
す
さ
ま
し

き
物
は
十
二
月
の
月
夜
と
い
ひ
け
ん
く

も
り
な
く
さ
し
出
た
る
空
の
け
し
き

さ
す
か
に
見
る
人
も
な
し
月
の
す
ゑ
に

い
た
り
ぬ
れ
は
心
ほ
そ
く
成
行
ま
ゝ
又

く
る
春
の
い
そ
き
に
と
り
か
さ
ね
て

家
々
う
ち
は
ら
ふ
す
ゝ
ほ
こ
り
の
立
ま

よ
ふ
て
い
ろ
め
も
見
え
ぬ
に
町
々
は
行

人
か
へ
る
人
こ
れ
か
れ
め
せ
と
い
ふ
て
門
の

松
ゆ
づ
り
葉
か
さ
り
の
し
め
ほ
な
り
の
し

だ
こ
ゑ

く
に
よ
は
ゝ
る
も
い
と
け
う
と
し

か
ゝ
み
も
ち
い
つ
ゝ
と
て
と
よ
め
き
に
き

は
ふ
も
ま
た
を
か
し
年
月
暮
て
節

季
候
と
お
と
り
は
ね
て
物
を
こ
ふ
と
こ
ろ
も

あ
り
こ
と
の
い
そ
か
は
し
き
に
と
り
く
は
へ

て
う
た
て
し
く
も
お
か
し
か
り
け
り
大

つ
こ
も
り
の
夜
い
た
う
く
ら
き
に
た
い

ま
つ
か
ひ
と
も
し
な
と
手
こ
と
に
も
ち
て

夜
半
す
く
る
ま
て
人
の
門
た
ゝ
き
は
し

り
あ
り
き
て
あ
し
を
そ
ら
に
な
し
つ

も
り
か
さ
な
る
あ
き
な
ひ
物
の
か
け
を

き
の
り
そ
の
か
は
り
を
こ
ふ
に
こ
と

く

し
く
の
ゝ
し
り
て
い
さ
か
ひ
あ
ら
そ
ひ
て

し
は
す

し

は

す

＊
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と
よ
み
に
な
る
も
う
と
ま
し
あ
か
つ
き

か
た
よ
り
は
さ
す
か
に
家
々
も
し
つ
ま
り
つ
ゝ

物
音
も
な
く
成
ぬ
る
こ
そ
年
の
名
残
は

い
ま
一
時
よ
と
お
も
ふ
に
も
い
と
ゝ
心
ほ
そ

か
ら
ぬ
か
は
明
行
空
の
け
し
き
き
の
ふ

の
い
そ
か
は
し
き
に
引
か
へ
て
一
き
は

め
つ
ら
し
き
心
ち
そ
す
る
世
の
け
は
ひ
も

花
や
か
に
う
れ
し
け
な
る
又
あ
は
れ
な
り

い
ひ
か
は
す
言
葉
も
め
て
た
き
春
の

よ
ろ
つ
世
を
い
は
ふ
若
水
に
屠
蘇
白

散
を
ち
り
う
か
し
て
年
の

　
　
　
　
　
　
　
千
と
せ
を
い
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
か
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊「
く
」か
？

（
終
）

年
こ
と
の
日
々
月
々
の
あ
そ
ひ
物
世

の
人
の
な
す
こ
と
わ
さ
よ
む
と
も
か
く

と
も
つ
き
す
ま
し
け
れ
と
と
り
わ
き
て

此
十
二
月
の
な
り
は
ひ
上
つ
か
た
よ
り

し
た
つ
か
た
ま
て
お
な
し
く
つ
と
め
い

と
な
む
事
に
て
年
月
を
は
を
く
る

物
な
り

と
そ
び
や
く

さ
ん



十
二
月
あ
そ
ひ

（17）（18）

正
月

五
月

六
月

六
月
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